


























別紙５　事前の提出書類提出時のチェックリスト 

No. 項目名 チェック事項
チェック欄

☑または、選択肢のある項目は、該
当箇所を〇で囲むこと。

1 入札書

・入札説明書、仕様書、契約書（案）を熟読のうえ、その内容を
理解したうえで、入札しているか。（入札書提出後の仕様書等に
ついての不知、不明を理由とした異議申し立ては認めない。） □

2 入札書
・入札書の日付が、事前提出書類の締切日以前となっているか。
・代理人が入札する場合、入札書に記載する日付は、委任状に記
載された日付と同日以降となっているか。

□

3 入札書

・入札書を封入する封筒には氏名、開札日、件名等の必要事項が
記入されているか。
・封をした箇所に入札者の印で封印が押されているか。
・郵送で入札書を提出する場合は二重封筒となっているか。

□

4 入札書・委任状

・件名に間違いはないか。
・記載項目に抜けはないか。
・入札書に記載する入札金額について、入札説明書や、入札書の
注意書きを確認したうえで、正しく記載しているか。

□

5 参考見積書

・経費の内訳が記載されているか。
・単価契約方式については、「一式」ではなく、「単価×予定数
量」の内訳が記載されているか。
※入札説明書で参考見積書の様式が示されている場合は、そのと
おりに記載されているか。

□

6 開札当日
・開札当日は参加するか。（不参加の場合は、No.7-No.11の項目
は7のみ回答）

参加　　・　　不参加

7 開札当日
（開札当日不参加の場合のみ回答）
・１回目の入札で落札に至らなかった場合、２回目は辞退として
取り扱うことを理解しているか。

□

8 開札当日
・開札当日に参加するのは競争加入者本人か、それとも代理人
か。

競争加入者　　・　　代理人

9 開札当日
・開札当日は競争加入者本人または代理人の、各社１名のみしか
会場には入場できないことを理解しているか。また、開札の遅刻
が認められないことも理解しているか 。

□

10 開札当日

・全応札者の入札額が予定価格の範囲内に達しなかった場合、直
ちに再入札を行うことを理解しているか。
・再入札時の金額について、外部と連絡を取って決めることがで
きないことを理解しているか 。

□

11 開札当日

・開札当日には、参加者の名刺、再度入札に備えて印鑑の持参が
必要であること、また、競争加入者以外の代理人が参加する場合
には委任状（事前提出している場合を除く）の持参が必要である
ことを理解しているか。

□

12 落札内訳書
・落札が決定した場合は、「落札内訳書」を速やかに提出しなけ
ればならないことを理解しているか。（作成日付は開札日と同日
とし、落札金額の内訳を記載すること）

□

必ず記載内容をご確認いただき、チェック欄に記入したうえで、他の事前提出書類と合わせて提出してください。

　
                          【確認日】令和　　 年　 　月　 　日

　　　　　　　　　　　　　【会社名】

　　　　　　　　　　　　　【確認者】
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独立行政法人国立青少年教育振興機構
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１章 総則 

   1. 1 業務概要 

    ａ．業 務 名 

            国立阿蘇青少年交流の家汚水処理施設維持管理業務  

        ｂ．業務場所 

      熊本県阿蘇市一の宮町宮地６０２９－１ 国立阿蘇青少年交流の家構内  

    ｃ．業務期間 

      令和７年１０月１日から令和１０年９月３０日まで 

        ｄ．契約形態：総価契約 

    ｅ．本業務は、汚水処理施設の維持管理等を適正に行うことにより、施設利用者

が安全で快適に研修できる環境を提供することを目的とする。 

ｆ．この保全業務（以下「業務」という。）の受注者は、独立行政法人国立青少

年教育振興機構 会計規程、契約事務取扱規則を遵守、文部科学省が定めた発

注工事請負等契約規則を準用し、この特記仕様書、文教施設保全業務標準仕様

書 令和５年版（以下「標準仕様書」という。）に基づき次の業務を実施する。 

       ｇ．業務施設名称と概要 

 業務要領のとおり 

      ｈ．特記仕様書の適用方法 

          （１）・印で始まる事項については、○印を付した事項のみ適用する。 

          （２）表中の各欄に数字・文字・記号等を記入する事項については、記入した

        事項のみ適用する。 

          （３）＝又は×印で抹消した事項は全て適用しない。 

    ｉ．その他 

     （１）業務は本仕様書によるほか，発注者の指示に基づき実施すること。 

     （２）業務中において、受注者の責めに帰すべき事由により、建物又は物品等

に損害を与えた場合は、直ちに発注者に報告し、その指示により受注者

の負担において原状に復すること。 

 

   1. 2 業務責任者等 

   浄化槽技術管理者の資格を有する者であること。本施設と同等の設備の保守経験

 を３年以上有すること。                       

    

   1. 3 業務担当者等 

    浄化槽管理士の資格を有する者であること。                

   

   1･ 4 受注者に必要な資格等 
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   浄化槽保守点検業の都道府県知事登録を受けていること。        

   浄化槽技術管理者の資格を有しているものを雇用していること。     

 

1. 5 業務関係者に関する責任 

 受注者は、業務の履行に用いた業務関係者による業務上の行為について一切の

責任を負う。 

     

 1．6 業務の引き継ぎ 

 （１）受注者は、令和７年９月３０日までに各業務についての引継ぎを、前期受注

者と打合せのうえ行うものとし、引継ぎ完了後、発注者に書面（様式任意）

で報告しなければならない。 

（２）受注者は、契約の終了が確定したときは、次期受注者と打合せの上、引継ぎ

を行うものとし、引継ぎ完了後、発注者に書面（様式任意）で報告しなけれ

ばならない。 

 

1．7 その他                                

本仕様書について定めのない事項について、これを定める場合は、発注者・ 

受注者双方協議のうえ、定めるものとする。 



業務要領 

 

 独立行政法人国立青少年教育振興機構国立阿蘇青少年交流の家における汚水処理施設維持管理につ

いては、この業務要領及び文教施設保全業務標準仕様書（平成 30年版）に基づき業務を実施する。 

 

Ⅰ．業務概要 

１．対象業務 

 

業務内容 

 

対象設備等 

 

設 備 等 概 要 

 

 定期点検及び保守 

 

  機械設備 

 

     浄化槽 

 

Ⅱ．一般共通事項 

１. 貸与資料 

      必要な完成図書等は、貸与する。                       

 

２. 業務条件 

      断水等が必要な作業をする時は、施設管理担当者に連絡の上作業を行うこと。   

 

３. 行事等への立会い 

      保健所の立入検査等に立ち会うこと。                     

 

４. 施設管理担当者の立会い 

      必要な場合は、事前に連絡すること。                     

 

５. 廃棄物の処理 

  関係法令により適切に処理するもの 

       1)品名  汚泥等   （処分費は本業務に含む） 

 

６. 駐車場の利用 

      施設内の駐車場を利用することができる。                   

 

７. 支給材料 

      なし                                                                 

 

8.  業務報告書 

     業務完了後に点検及び保守結果報告書（受注者の書式による）を１部提出すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ．対象設備と業務内容 

１．規格等 

 本館合併浄化槽 

処理対象人員 614人槽 

汚水量 160㎥/日 

BOD 流入200㎎/ℓ 放流  10㎎/ℓ 

型式 （株）西原ネオ工業  

ＡＴコントローラ式間欠ばっ気活性汚泥処理方式 

  キャンプ場     

処理対象人員 70人槽 

汚水量 １４㎥/日 

BOD 流入200㎎/ℓ 放流  20㎎/ℓ 

型式 ダイキ（株）接触ばっ気方式（合併） 

  キャンプ場      

処理対象人員 18人槽 

汚水量 3.6㎥/日 

BOD 流入200㎎/ℓ 放流  20㎎/ℓ 

型式 ﾌｼﾞｸﾘｰﾝ工業（株）CSL 担体流動生物濾過方式 

          

２．業務内容 

業務内容 回数 

別紙様式による保守点検作業及び記録票の提出 614人槽は１回/週、18人槽

は3回/年、70人槽は4回/

年 

消毒剤の補充（年間見込 120㎏/年） 同上 

浄化槽内の清掃 １回/年 

放流水水質検査（浄化槽法第 11条による項目） ２回/年 

浄化槽法定検査の実施及び結果報告（検査費用含む） １回/年 

水質管理 １回/週 

機械管理 １回/週 

凝集剤の投入（必要添加量 15,553ml/日 設計値） 随時 

設備各部の点検、調整 随時 

その他汚水処理を円滑に行う上での必要な作業等の

通知 

随時 

 

３．緊急の場合 

故障等の原因で緊急を要する場合の連絡手段と、ただちに技術者を派遣できる体制があること。 

   

４．その他 

本事項に定めなき事項又は解釈に疑義が生じた場合には、協議のうえこれを決定するものとする。 

作業実施にあたっては、浄化槽法等関連法令に基づいて誠実に業務を遂行すること。 

また、業務遂行上不明な点があれば発注者の指示を受けること。 



浄化槽①

浄化槽②

浄化槽③ １８人槽

６１４人槽

７０人槽

国立阿蘇青少年交流の家浄化槽位置図

２７ 食堂棟

１ 本館棟

３ 講堂

グラウンド

テニスコート

２ 体育館

１２ 武道館

２６ 第１キャンプ管理棟

１０ 特別研修棟

１６ 講師宿泊棟

１７ 談話棟

浄水槽

既設水槽

50㎡

25㎡

既設井戸

４ 体育用具庫

１８ 特殊車両庫

２５ グラウンド洗場

１３ 工作室
２３ 野外炊飯場

貯水池

５ 便所

７ 便所

プロパン庫

２１ プロパン庫

２０ 倉庫

浄化槽①

浄化槽②・③




